
平野丸の悲劇と
ウェールズの善意の人々



平野丸事件と
の出会い

•第１次世界大戦(1914～
18年）から100年の時期に
ロンドン駐在

•英国人にとって第１次大
戦の持つ意味の大きさ

•平野丸の史実と出会う



平野丸事件

１９１８年１０月４日、英国

ウェールズ沖で、日本郵

船の定期貨客船「平野丸」

が、ドイツ帝国海軍の潜

水艦（Ｕボート）に撃沈さ

れ、乗客と乗組員計２４０

人のうち、２１０人が死亡
した。



漂着した遺体、住民が埋葬

•流れ着いた乗船者の遺体
がウェールズ沿岸各地に
漂着

•アングルの聖マリア教会
墓地に手厚く埋葬

•エルトゥールル号を想記



アングル





木の墓標

•当時、木製の墓
標が建てられた。

• 「日本郵船會社
平野丸遭難者之
碑」「大正七年拾
月拾五日建之
（けんのう）」



墓標に刻まれた文字

「大正七年拾月四日
愛蘭土沖於…」

「大●四●●四名」

墓標は長い年月の経
過で行方しれずに



埋葬記録の名前

Shiro Okoshi
撃沈された日本の定
期船「平野丸」から打
ち上げられた

日本郵船の乗組員名
簿から「一等給仕 大
越四郎」と判明



郷土史家
デービッド・ジェームズさん

「放置されてままなのは正し
くない」

同じ場所に、大越さん含めて
１０人の新しく慰霊碑を建て、
撃沈から１００年の日（２０１８
年１０月４日）に除幕式を行う
ことを計画



•地元雑誌で募金呼び
掛け。自力で１１００ポ
ンドを集める

•ロンドンの日本郵船の
事務所に協力依頼の
手紙

•日本郵船が全面協力

自力で募金活動



なぜ、１００年前の死者
を弔う？

We will remember them

彼らを記憶し、忘れない

ローレンス・ビニョンの詩
「For the Fallen」

鎮魂と祈りの言葉



反戦の思い

• リビア、西ベルリンでの軍隊経験

• 「二度と戦争をしてはならない」と
の思い

•商船乗船者でも戦争の犠牲者

• ここに眠る人たちは誰かの息子、
夫、父親たち。英国人も日本人も
違わない。

• 「人間として当然のこと」



「慰霊碑建立計画」
の記事を配信

2018/5/8東京新聞などが掲載



名乗り出た遺族

東京・小金井市の中村良子さん

「私は乗客の山本新太郎の孫、
中村良子です」

除幕式に参加し、デービッドさん
にお礼を言いたい



同じ墓標の写真

• 中村さんの手元に残る祖父・
山本新太郎さんの写真アルバ
ムに、同じ木の墓標の写真

• 「大正七年十月四日於愛蘭土
沖独逸潜航艇の為、撃沈せら
れたる平野丸殉難者の為 在
英国ペンブローク・アングル教
会庭に建設せられたる墓標」



成功した除幕式





新しい慰霊碑

• オベリスクの形、高さ１メートルの花崗岩

•日本語、英語、ウェールズ語の碑文

•平野丸殉難者 大越四郎 他九名之墓





その後の取材・調査



浮かんだ疑問

•なぜ撃沈されたのか？

•撃沈時の状況は？

•どんな時代背景、国際情勢？

•乗客・乗組員はどんな人たち？

日米英の公文書、新聞記事、伝
記などを調査





なぜ撃沈？

⚫第一次大戦、日本は日英同盟を背景
に連合国側について参戦

→マルタ島を拠点とする第２特務艦隊

⚫ドイツの無制限潜水艦作戦。商船で
あっても容赦なし



平野丸という船

• １９０８年、長崎の三菱造船所で
建造。４月浸水、１２月竣工

•総トン数で８５２０トン、食堂、娯楽
室、理髪室など備えた豪華客船

•歌人与謝野晶子も１９１２年、パリ
からの帰路乗船

•第１次大戦時の日本郵船の商船
被害5件のうち、最大の被害

•危険はあるが、欧州航路維持の
経営判断



喜望峰周り
の航路

• １９１５年末にスエズ運河近くで八坂丸が潜
水艦攻撃を受けた後から喜望峰周りに変更

•船体に迷彩塗装



救助された乗組員の
手記

•服部忠直（２５）

•商船学校の機関科実習生

•当時の機関室当直

•科学画報（１９３６年８月号）

•商船学校校友会雑誌などに
同様の手記



わずか７分で沈没

• リバプールで１０月２日午前、
避難訓練。同夕、横浜へ出発

•米駆逐艦の船団に加わるが、
しけで英警備艇は引き返す

• ３日は暴風雨。４日未明には雨
はやむが強風

• ４日午前５時１５分ごろ、右舷２
番船倉に魚雷。２発目は右舷
中央の機関室を直撃、火災

•最初の命中から沈没まで７分



救助活動

•強風で救命ボートが転覆、船体
に衝突して大破

•漂流物につかまり、暗い海上に
漂う乗船者。海水温は摂氏１３
度。多くは寝間着姿

•救助活動中の米駆逐艦に魚雷
攻撃、活動中断

• ３０人救助（外国人乗客１１人、
日本人乗組員１９人）、アイルラ
ンド南部に上陸



平野丸の乗船者

乗客（うち日本人） 乗組員 計

死亡・行方不明 ８６人（１６人） １２４人 ２１０人

救出・生存 １１人（０人） １９人 ３０人

合計 ９７人（１６人） １４３人 ２４０人



日本人乗客の人々
山本新太郎（海軍主計少監）

藪正毅（海軍少佐）

渡邊朝次郎（外交官）

氏家洗耳一家５人（横浜正金銀行ロンドン支店・副支店長）

青木喬一家４人（同支店計算課長）

柴田信（八幡製鉄所書記）

岩永義賢・タツ夫妻（洋菓子職人とタイピスト）

菊地今朝之助（船舶作業員）



山本新太郎・海軍主計少監

• １８７７年１０月１０日、青森県生
まれの４０歳

•海軍経理学校などで学び、経理
や会計を担当

•第１次大戦の教訓を海軍改革に
生かすため藪少佐らと米国、英
国、フランスなど視察のため、１
８年４月に横浜出港





藪正毅・海軍少佐

• １８８３年生まれの３５歳。本
籍地は福岡県京都郡

•広島・呉の海軍兵学校に入
り、山本五十六連合艦隊司
令長官と同期

•無線や通信が専門。１９１１
年に米ハーバード大に留学



氏家洗耳・横浜正金銀行
ロンドン副支店長

• １８８１年、岐阜県牧田村（現在の大垣
市）生まれの３７歳

• １９０５年、東京帝国大学卒、横浜正金
銀行入行

• ロンドン支店、ムンバイ支店などを経て、
１５年にロンドンの副支店長

• 家族は妻と子ども３人（４歳、１歳、０歳）



財界の期待の星

•井上準之助頭取が葬儀
で号泣

•同級生らが記念の基金
を設立、母校の小学校
に毎年利息を送金

•牧田小学校に残る碑と
基金の記録



岩永義賢(26)・タツ(25)夫妻

•菓子職人とタイピスト

•特別三等船室、住所は中国・旅順

•兄は旅順で菓子店を営業

• １９１１年、１９歳で初渡欧し、仏独などで修行

• １９１６年渡英、西洋菓子を学んで、その帰路

•見舞金申請書の被害財産「菓子製造器」

•妻の渡英目的「タイピングの技術を学ぶため」

•花形の職業、モダンガール



Ｈ・フレイザー船長

• １８５５年スコットランド北部
の生まれ

•最後まで残った外国人船長
の一人

•日露戦争の戦功で勲五等旭
日章

•平野丸の最初で最後の船長



フレイザー船長の墓

•ロンドン北部ハイバーネット
近くのヒルズベル墓地

•十字架に錨と綱、菊の紋章

•妻や息子の名前も刻まれて
いる



平野丸を撃沈した
ドイツ海軍の潜水艦
ＵＢ－９１

・ドイツ帝国海軍、大洋艦隊・第２
潜水艦隊群所属

・1918年3月にハンブルクで建造、
同年4月就役

・作戦航海はわずか２回



艦長ヴォルフ・ハンス・
ヘルトヴィッヒ大尉

• 1885年生まれ、当時33歳

• 1904年海軍入隊

•潜水艦の訓練過程を終えたばか
りの新米艦長



平野丸の悲劇・悲運
歴史の「もし」

•休戦交渉が早く結ばれていたら

•出港が遅れていたら

•天候が悪くなかったら

•潜水艦艦長が野心的でなかったら

•乗客にとっては「その船に乗り合
わせていなければ」



驚きの発見



他にもいた善意の人

• 1990年3月25日付毎日新聞朝刊

• レスリー・リースロイドさん＝当時
（88）

•教会での犠牲者埋葬に立ち会い

• 「遠く異国で埋葬された人たちを

忘れない」と誓う

•毎年ひっそり献花を続ける



探し出した大越四郎の遺族

• 「大越四郎」とはど
んな人だったの
か？

• 「大越四郎」さんの
本籍地、茨城県・城
里町にご遺族

•自宅近くに大きな墓



四郎の姪、高野光恵さん

•祖母から聞かされた四
郎さんの思い出

• 「夜空の星でもいいから
四郎が出てこないかな」

•大越家にも木の墓標の
写真



•遺品のポートレート写真

•東京・神田の写真館で撮影

•蝶ネクタイ姿

•郷土史誌に大越四郎の記述

•金の名札が身元判明の手が
かり

やっと会えた大越四郎



Gwnewch y 
pethau bychain

ウェールズの守護聖人、
聖デービッドの言葉

「小さなことをやりましょう」

ウェールズの人々のやさ
しさ、思いやりを表す言葉





ご清聴有り難うございました

デービッドさん、
安らかに

R.I.P.
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